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である O その内、 j剤、H，1誌のカジメから lh/l~
ンドのヨードカリを{確保した。(高橋手'!'-riWJ 
鮮半島のI禁法と成氏j1998iF.) 1 
済州 j誌の海女は i二j本隙・ j毎が必!zgと
するカジメ (または、 j毛布)生産のう年に



















































































































[事例5J IEI 左邑下道1Il康þ，:~F.!氏 (1925
年生、女)
太平j羊戦争 (1941~ 1945年)が真っi走
中の1寺、カジメ j天を供1¥した。王立ら村
の泊、村契の組合長は海女たちに容IJり当
てたカジメ j天を集めて!日左崩事務所に
し出した。
海女たちがいかなる1[j:j産物を採JI}(.しよう
と水に入ることを「ムレ(昔ol])水にJ
という O 日本経・海軍省は軍需物資確保の
ために1905年城山浦に「カジメ工場;Jを建て
たO この時からj剤、1'島海女社会に「カムテム
レ(社司号01)カジメ水にjとし寸言葉が
誕生した O 済1+1島のカジメは単なる肥料用
の海草から換金価値の高い海藻類に変身し
たo '{斉ナH島海立:は単なる労働者からお金を
稼ぐ職業人に変身した。済州島?1ij:女はその
お金で子供(特に息子)に教育を受けさせ
たO そのため済州島海女の息子の相当数は
社会主義革命家に変身した O 彼らのある者
は済州、14・3事件(1948)を主導し、ある者は
その事件に参加した o ?剤、円高のカジメは済
州社会を変身させる動因として作用したの
であるO
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1 高橋昇(農学者 1892ゅ1946)は総督府農
業試験場西鮮支場長を務める O 槌民地時代、
朝鮮の農法は遅れたものとされ、 iヨ本農法
を押しつけられた。しかし、高橋昇は朝鮮
全土を調査して歩き、朝鮮のきびしい風土
に対応した農法について膨大な資料を残し
た。彼の残した資料は息子高橋甲山郎によ
って保管され、後に飯沼次郎・高橋Ifl2I1
郎・宮IHも博史の編集によって、『朝鮮半島
の農法と農民jとして出版された。
馬場f忠男著
「古人類学とは何かJ
ヒトに関する学IJが細分化されて、人の全
体像が見えなくなっている O 本論は、季干Ij
f考古学Jl118号の「特集:吉人類学・最新研
究の動向一人類の進化と拡散-日本列島人の
形成史-Jの総括論文である。著者は、アフ
リカで、誕生した人類が、1:1本列島仁で、日本人
になるまでの道程を最新の発J出資料、 DNA解
析などを駆使して解説、加えて自然科学と人
文科学の協業を説いている。近年、自然科学
の進展で、考127学方面における年代測定など
に!認する論議などは13をヲ!く O 人文系研究者
もこの方面への I~l 配りは常に必要な状況にな
っている O
特集では、馬場の前掲論文に続き、 i人類
の進化と拡散Jと「日本列島人の形成史jの
二部に分け論が紹介される o i持者では、特に
ラミダス猿人の人類史上における位霞づけに
ついて多くの頁が割かれている O 後者の論文
のテーマを紹介すると、 r1おの特i致による日
本人の形成とアジア太平j芋の人々J(松村博
文)、 rDNAによる日本人の形成J(篠田謙一)、
「アイヌ民族とオホーツク文化人集団J(石田
肇・増EB隆一)、 r11l純・琉球人の成り立ちj
(土井直美)、「縄文時代における環境と植生
態の関係J(米国穣)、「徳JI将軍女性親族遺
体の“貴族7!~実"について(坂上和弘・馬場
悠男)であり、寛永寺の出土人骨から身分の
高い女性の形質を導き、貴族化・現代化を論
ずるなどその視角から調査法まで自がI~lg かれ
フ
/.0 0 
ni::年のi主j際常民文化研究機構のシンポジウ
ム「カラダが語る人類文化jでは、宮家準先
生と馬場先生に基調講演をして頂いた。坂
上・馬場先生のコンビには、昨夏、新潟県村
上市観音寺のHIJ身仏、仏海上人の平成の衣替
えの折にお世話になり、自然、人類学の手法の
一端をじかに学ばせてもらった。かつては、
総合人類学が唱えられた、今日こそ、地球上
に住む生物の一員として、その必要が高まっ
たのではないかと思う。(佐野賢治)
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